
１ 市町名 羽生市 

 

２ 課題をもとにした仮説 

◎学力向上に対する具体的な分析に基づいた特色ある取組を共有し、『羽生市よい取組

事例集』『授業改善指針：羽生の子を伸ばす教育』を作成・周知しながら広げること

で,よい取組が市内各学校で展開され、子供たちの学力が向上するだろう。 

◎羽生市独自の帳票を作成し、学習方略・非認知能力に着目した授業改善の視点を各授

業に取り入れることで、学びの実態に合った授業が展開され,学力が向上するだろう。 

 

３ 効果的な取組の例 

 （１）市町教育委員会における主な取組例 

  ①具体的な取組例 

・県学調の結果を分析（R:Research）の起

点とした『R-PDCA サイクル』を啓発し、

各校で学力向上対策が推進できるように

した。 

・埼玉県及び全国学力・学習状況調査分析

補助（市教委指導主事が希望校を巡回）

を行うとともに、部長・学力向上推進担

当の『学力向上学校訪問』を実施した。 

・「コバトンのびのびシート」を活用する

ために、学力の伸びが分かるように、羽

生市独自の「帳票 00」を作成した。 

・臨時休業を経験し、いち早く TV 会議システム(zoom)や YouTube を活用した家庭学習

支援を実施した。 

・GIGA スクール構想の実現に向けたスムーズな導入

に向けて、現存の ICT 機器の活用の在り方を改めて

周知する「羽生市 ICT 教育ガイドライン」を作成し

た。既存の PC 教室のタブレットを使い、「仮想 1

人 1台」を実現し授業改善を促した。 

 

 

 

 

 

 

 

「学びをつなぐ」授業改善を目指して 



・市教委において伸ばしている先生の「よ

い取組」を収集・共有し、「よい取組集」

や授業改善指針「はにゅうの子を伸ばす

教育」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②取組の成果と課題 

 ・子供たち一人一人の弱点に応じた補充プリ

ントに取り組ませる（A:Action）ことで，

個々の課題が克服され、学力のさらなる向

上をねらう R-PDCA サイクルができるよう

になってきた。 

・コバトンのびのびシートを活用するため、

学力の伸びが分かるように羽生市独自の

「帳票 00」を作成し各校で活用した。「気

になる子」に対してコバトンのびのびシー

トを活用してのフォローアップが期待さ

れる。 

・GIGA スクール構想の実現に向けたスムーズな導入において、現存の ICT 機器の活用の

在り方を改めて周知する「羽生市 ICT 教育ガイドライン」を作成した。既存の PC 教

室のタブレットを使い、「仮想 1人 1台」を実現し授業改善を促した。授業支援アプ

リを活用した授業づくりが早い段階から始められている。 

 

 

【授業改善リーフレット】はにゅうの子 



  （２）重点校における主な取組例 

  ① 具体的な取組例 

   ア 授業の流れの統一 

・毎時ほぼ同じ流れで授業を行うことで児童が見通しをもって学習に 

取り組めるようにした。 

・「授業の流れ」をベースに単元によって工夫した指導ができるよう 

になった。 

 

イ 素読の励行 

・文章の意味を考えずに声に出して読むことで、脳の前頭前野の活性化 

による学習効果の向上を図った。 

・朝の会において全学級で毎日行うこととした。 

・保護者や地域の方々の前での発表の場を設け意欲付けを図った。 

 

ウ 書く力を高める活動 

・授業内での「振り返り」を充実させるため、低・中・高のブロック 

ごとに書く視点を変え、ステップアップして書けるようにした。 

 低学年 中学年 高学年 

書
く
内
容 

①授業で行ったこと 
②感想 

①授業で行ったこと 
②学んだこと（できた、分 
 かった、分からない） 

①授業で行ったこと 
②学んだこと（できた、分か 
 った、分からない） 
③さらに学びたいこと、疑問  
 点、普段の生活で活用でき 
 ること 

・「週末作文」と題し、テーマや条件を設け、作文や絵日記を毎週末、家庭学習に出 

 すことを統一して行うようにした。 

 

エ 読む力を高める活動の工夫 

・教科書の文章をもとに、答えの根拠となる言葉にサイドラインを引いて読み取っ 

たり、主人公の気持ちの変容を矢印でつないだりする活動を多く取り入れた。 

・校内に「国語プリントボックス」を作成し、どの学級でも好きな時に「物語文」「説 

明文」「詩」の文章問題を解けるようにした。 

 

オ 読書の推奨 

・図書室以外で本に親しめる「読書の森」を新設した。 

・年３回（６月、１１月、２月）の読書月間を実施した。 

・校長に任命された「読書課題解決チーム」の教員を中心に本の貸出数を増やし、１ 

 月末で総貸出数が６，０００冊を超えた。併せて、教員の貸出数も約７倍に増加し 

 た。 

・「ハートフルデー」と称し、月に１回、宿題を出さずに家庭で本を読む日を設定し 

 た。 

 

 

 

授業の流れ 

素読の様子 



カ 北小オリジナル「わかるステップ１・２・３・３＋」 

・本時の学習課題に対する理解度を自己判断するものとして活用している。これは、 

 授業内で２回自己評価させ、授業内で児童は自分の変容を知ることができるもので 

 ある。児童の記述した数字を基に理解度を把握し、的確な指導・助言を与えたり、 

 次時の学習に役立てたりしている。ステップ３の姿を目指して意欲的に課題に取り 

 組む児童を増やすこと、また、ステップ１、ステップ２で止まっている児童に教師 

 が効果的な支援をできるようにすることをねらった。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ１】 どうやって解いたらよいか思考している状態 

【ステップ２】 解き方が見つかって答えが出た状態 

【ステップ３】 言葉や図などを使って解き方を説明している状態 

【ステップ３ 】 複数の解き方で考え、共通点や大事な部分を見 

        つけ、自分でまとめられる状態 

 

  キ 学習規律の徹底 

・「北小学習規律の合言葉『田は日照り』」を合言葉に全学級で全 

 項目を１００％にするため日々取り組んでいる。学習規律が整い、集中して授業に 

 取り組む児童が増えた。 

 

ク 家庭学習の充実 

・各学年の家庭学習の仕方が上手な「マイマイ名人」を選び、その名人を表彰する。 

さらにgoodノートに選ばれた児童には、校長オリジナルの表彰を受け称賛している。

そのノートをコピーし、全校児童へ掲示し紹介している。 

 

ケ 保護者・地域との連携 

   ・月１回の学力向上通信「北小わか

るステップ１・２・３」を発行し、

全国学力・学習状況調査に出題さ

れるような問題や頑張っている

自主学習のノート、読んでほしい

本などを紹介した。 

 

 

 

 

 



 

 ②取組の成果と課題 

(１)成果 

  ア 授業内で意図的に書く機会を設けたり、振り返り活動や週末作文で書く活動を取り 

   入れたりした結果、書くことへの抵抗感が減り、意欲的に文が書ける児童が増えた。 

イ 国語科の研究を重点化し、外部の先生から御指導をいただき、ＫＪ法による協議を   

 積み重ねた結果、国語の授業改善が進み、指導力が向上した。 

ウ 「北小学習規律の合言葉『田は日照り』」の合言葉が教員間に浸透した。その結果、

教員の意識が変わり、児童の学習規律も整い、授業開始から終了までの４５分間を

落ち着き集中して取り組めるようになった。 

 

(２)課題 

  ア 今年度までの研究や家庭学習を通して、学力が高まった児童とそうではない児童と 

   の間の学力差が開いてしまっている。 

イ 「読む力」を高めるためにはどういう取組をすればいいのか研究の途中であり、こ 

 れからも継続して研究を進めていく必要がある。  

 

（３）これからの取組 

ア 今年度から研究を始めた「読む力」の向上に係る取組を、R-PDCAサイクルで検証し 

 つつ、改善を図っていく。 

イ 基礎的・基本的な学習内容が定着しつつある今、次のステップとして活用問題に取 

 り組ませ、より高い学力を身に付けさせる。 

ウ 語彙力を増やすための活動を考え、児童の表現力を高めていく。 

 


